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論文内容の要旨
(目的)
環境温の変化は体温調節反応をひきおこすだけでなく，摂食量lζ も影響を与えることが知られている。
今までに報告された多くの晴乳類では，低環境温下で摂食量が増加し，高環境温下で減少するという一
致した結果が得られている。そ乙で，乙のような温度と摂食量との関係を神経生理学的に明らかにしよ
うとし fこ。
摂食に関与するとみなされているグルコース反応性ニューロンは，外側視床下部 (L H) ，視床下部腹
内側核CVMH) に存在する。 多連微小電極法によるグルコースの電気浸透圧的投与で， LHのグルコー
ス反応性ニューロンでは放電頻度が減少し VMH クールコース反応性ニューロンでは増加する。これら
グルコース反応性ニューロンが皮膚の温度刺激に対して反応を示すか否かについて検討を行なった。実
験では，末梢の温度受容に有効な部位である陰嚢皮膚に温度刺激を加えた。さらに，脳の温度受容部位
であり，末梢からの温度情報を受けている視束前野 (P 0) の温度刺激に対する反応と比較した。
(方法ならびに成績)
Wistar 系雄ラット (300 -420 g) を urethane (0.8 g /kg ) ， α ー chloralose(60mg/kg) で
麻酔し，実験を行なった。多連微小電極を用いてLH及びVMHニューロンの細胞外単一放電を記録し，
glutamate , glulose , NaCl を電気泳動的，電気浸透圧的に投与することによりグルコース反応性
ニューロンの同定を行なった。陰嚢皮膚温度刺激はペルチエ素子を用い， 25-42 0c の範囲内で行ない
PO温度刺激は P 0":熱極を挿入し， 34-40 oc の範囲内で行なった。実験終了後，脳の凍結切片を作製
し，記録部位及び刺激部位を確認した。
凋也氏U
陰嚢皮膚温度刺激に対する結果は， LH72ニューロンJ VMH68ニューロンから得られた。 LHでは，
グルコース投与により放電頻度が減少するグルコース抑制性ニューロン21 中20 (95%) が陰嚢皮膚温度
刺激に反応を示した。グノレコースに反応しない非反応性ニューロンでは46中23 (50箔)しか陰嚢皮膚温
度刺激に反応しなかった。 VMHでは，グルコース促進性ニューロン 15中14 (93%) が陰嚢皮膚温度刺
激に反応し，グルコース非反応性ニューロン52中26 (50%) しか反応を示さなかった。陰嚢皮膚温度刺
激に反応した LH と VMHのグルコース反応性ニューロンにおいて， LHでは20中 12が陰嚢皮膚加温で
放電頻度が減少し， VMHでは14中 9 が加温により放電頻度が増加した。陰嚢皮膚温度刺激に応じたグ
ルコース非反応ニューロンについては， LHでは23中15が陰嚢皮膚加温で促進され， VMHでは26中 18
が加温で抑制された。すなわち，グルコース反応性ニューロン，非反応性ニューロンともに，LH とVMH
では陰嚢皮膚温度刺激に対して逆方向の反応を示した。
次lζ，同一ニューロンにおける陰嚢皮膚と POの温度刺激に対する反応を比較検討した。陰嚢皮膚加
温で放電頻度が増加するニューロンにおいて， LHでは69% ， VMHでは77%のニューロンがPO加温
によっても放電頻度が増加した。陰嚢皮膚加温で放電頻度が減少するニューロンでは， L H53% , VMH 
100%が PO加温によっても放電頻度が減少した。また，陰嚢皮膚温度刺激K反応しないニューロンで
は， L H88%, VMH75箔が PO温度刺激に対しても反応を示さなかった。
(総括)
1. L H, VMHのグルコース反応性ニューロンのほとんどすべてが陰嚢皮膚温度刺激に対して反応を
示した。
2. ク、、ルコース非反応性ニューロンは LH ， VMH ともに505ぢしか陰嚢皮膚温度刺激に対して反応しな
かった。
3. L H グルコース反応性ニューロンは陰嚢皮膚加温で抑制されるものが多く，逆~L ， VMH グルコー
ス反応性ニューロンは加温で促進されるものが多い。
4. LH , VMH ニューロンにおける陰嚢皮膚と POの温度刺激に対する反応は同方向性で，陰嚢皮膚
加温で促進されるニューロンは PO加温でも促進され，陰嚢加温で抑制されるニューロンは PO加温
でも抑制されるものが多い。また，陰嚢皮膚温度刺激K反応しないニューロンは PO温度刺激でも反
応しないニューロンが多い。
乙れらのことより，陰嚢皮膚からの温度信号， POで検出された温度信号は，体温調節反応をひき起
こすだけでなく， LH及びVMHニューロンに伝達され，摂食調節にも影響を与えているものと考えら
れる。
論文の審査結果の要旨
暑熱時l乙摂食量が減少し，寒冷時lζ増加することは古くから知られている。本論文は，この現象につ
いて神経生理学的な検討を行なったものである。
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外側視床下部摂食中枢のグルコース抑制性ニューロンは冷却刺激によって放電が増加し，腹内側核満
腹中枢のグルコース促進性ニューロンでは加温刺激によって放電の増加を示す傾向が認められた。摂食
調節系が特異的に皮膚及び脳からの温度情報を受けている乙とを明らかにしたことは摂食量の温度依存
性の機構のーっとして注目される。
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